
暮
ら
し
と
平
和
破
壊
の
悪
政
に
ノ
ー
を
突
き
つ
け
た
参
院
選

挙
以
降
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
の
海
上
自
衛
隊
艦
船
の
撤
退
な
ど
、

国
民
の
声
が
政
治
を
大
き
く
動
か
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
自
民
・

民
主
の
大
連
合
は
、
自
民
党
政
治
の
延
命
に
手
を
貸
す
も
の
で

す
。
日
本
共
産
党
は
、
自
公
政
治
に
対
決
軸
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
唯
一
の
党
と
し
て
、
民
意
の
実
現
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

29
日
か
ら
始
ま
る
12
月
議
会
は
、
来
年
度
予
算
編
成
が
進
め

ら
れ
る
中
で
の
議
会
で
す
。
高
騰
す
る
灯
油
代
な
ど
急
激
な
物

価
高
が
、
年
末
に
む
け
暮
ら
し
の
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
開
発
優
先
で
は
な
く
、
「
税
金
の
使
い

方
を
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
に
」
と
の
市
民
の
声
を
届
け
、
全

力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
12
月
７
日
の
一
般
質
問
で
は
、
４

人
連
続
で
登
壇
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
増
き
よ
子
議
員

12
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時

１
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
高
齢
者
に
、
際
限
の
な
い
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
付

け
る
大
改
悪
を
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
４

月
実
施
の
中
止
を
政
府
に
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
保
険
料
の
負
担
増
を
軽
減
し
、
保
険
証
の
と
り
あ
げ
は
や

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
現
行
の
健
診
、
葬
祭
事
業
を
堅
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
公
共
交
通
体
系
策
定
調
査
報
告
書
で
「
南
柏
駅
方
面
か
ら

は
市
役
所
辺
り
ま
で
延
伸
し
て
ほ
し
い
」
と
審
議
会
の
議

事
録
に
あ
る
が
、
実
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
、
「
市
民
べ
ん
り
帳
」
を
平
成
12
年
以
後
発
行
し
て
い
な
い

が
、
改
善
し
、
新
た
に
発
行
し
、
全
市
民
に
配
布
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

４
、
向
小
金
福
祉
会
館
交
差
点
改
良
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

12
月
７
日
（
金
）
午
前
11
時
頃

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
国
保
に
加
入
し
て
い
る
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
正

規
保
険
証
を
発
行
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、
医
療
費

助
成
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
対
象
者
に
受

給
券
を
発
行
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

２
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
見
直
し
、
お
よ
び
東
初
石
地
域
や
青
田
・

駒
木
台
、
美
田
地
域
へ
の
ル
ー
ト
拡
充
に
つ
い
て

３
、
小
山
小
学
校
校
舎
建
設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

①
建
設
・
運
営
に
関
わ
る
労
働
者
の
労
働
環
境
を
ど
う
把
握

す
る
の
か
。
ま
た
、
建
築
確
認
申
請
の
前
に
、
利
用
者
や

地
域
住
民
に
説
明
し
、
願
い
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

４
、
東
初
石
２
丁
目
の
住
環
境
、
都
市
計
画
道
路
市
野
谷
東
深

井
線
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

12
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
頃

１
、
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

①
早
く
も
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
障
害
者
自
立
支
援
法

に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。

②
ど
の
よ
う
な
負
担
軽
減
策
を
実
施
し
て
き
た
の
か
。

２
、
多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て

①
多
重
債
務
問
題
の
解
決
に
果
た
す
べ
き
自
治
体
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

②
政
府
が
発
表
し
た
「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
う
け
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
く
の
か
。

３
、
ご
み
行
政
に
つ
い
て

①
ご
み
の
減
量
が
す
す
ん
で
い
な
い
の
は
何
故
か
。

②

市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
ご
み
有
料
化
を
や
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

４
、
都
市
軸
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
構
造
の
見
直
し
を
求
め
る

地
元
住
民
の
要
望
に
ど
う
こ
た
え
て
い
く
の
か
。

高
野
と
も
議
員

12
月
７
日
（
金
）
午
後
２
時
頃

１
、
国
の
構
造
改
革
路
線
と
消
費
税
増
税
問
題
に
つ
い
て
、
市

長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

２
、
来
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
貧
困
と
格
差
の
広
が
り
を
ど
う
打
開
す
る
の
か
。

ア
、
地
方
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

イ
、
低
所
得
者
等
へ
の
「
福
祉
灯
油
」
な
ど
の
導
入
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
開
発
優
先
の
市
政
の
転
換
に
つ
い
て

③
本
市
の
す
す
め
る
行
財
政
改
革
は
、
本
来
の
地
方
自
治
体

の
姿
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

④
公
正
・
公
平
・
透
明
・
競
争
性
の
あ
る
公
共
事
業
を
ど
う

実
現
す
る
の
か
。

３
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
を
拡
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

４
、
運
河
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

11
月
29
日
〜
12
月
17
日

19
日
間

（
議
案
32
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
６
件
・
他
）

11
月

29
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

12
月

４
日
（
火
）
〜
６
日
（
木
）

一
般
質
問

午
前
10
時
〜

７
日
（
金
）
一
般
質
問

午
前
10
時
〜

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

10
日
（
月
）
総
務
、
教
育
福
祉
委
員
会

11
日
（
火
）
市
民
経
済
、
都
市
建
設
委
員
会

17
日
（
月
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


